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中
世
庶
民
の
寺
社
参
詣
風
景

ー
絵
画
に
見
る
庶
民
の
信
仰
ー

下
坂

守

20220413

１
、
清
水
寺
・
八
坂
塔
・
祇
園
社
へ
の
参
詣
道

ー
参
詣
曼
荼
羅
の
描
写
ー

①
清
水
寺
へ
の
道

②
祇
園
社
・
八
坂
塔
へ
の
道

１
〔
中
書
家
久
公
御
上
洛
日
記
〕
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
四
月
二
十
八
日

ち
ゅ
う
し
ょ
い
え
ひ
さ

五
条
の
橋
を
渡
、
中
嶋
有
、
法
城
寺
と
い
へ
り
。
水
去
て
土
と
成
と
い
ふ
心
也
。
さ
て
行
て
六
原
堂
、

わ
た
る

あ
り

さ
り

な
る

本
尊
観
世
音
、
其
脇
に
堂
有
、
地
蔵
也
。

（
中
略
）

さ
て
行
て
六
道
の
辻
、
お
の
ゝ
篁
か
め
い
と

わ
き

ろ
く
ど
う

つ
じ

た
か
む
ら

に
入
し
所
有
。
其
北
と
の
辺
（
北
斗
堂
）
と
て
有
し
と
い
へ
共
、
今
ハ
な
し
。
左
方
ニ
八
坂
の
塔
、
五
重

あ
り

也
。
其
次
に
経
か
く
堂
（
経
書
堂
）、
子
や
す
の
と
う
（
子
安
塔
）、
さ
て
真
福
寺
。
清
水
一
の
坂
の
上

そ
の
つ
ぎ

に
細
川
道
礼
こ
ん
り
う
の
三
重
の
塔
有
。
其
次
に
清
水
寺
一
見
。
庭
の
池
水
ニ
飼
鳥
あ
ま
た
有
。
其
内
に

く
ゝ
ゐ
も
有
。
さ
て
次
に
田
村
堂
を
打
過
、
観
世
音
へ
参
み
る
に
、
か
け
作
也
。
都
よ
り
は
た
つ
み
也
。

（
懸
）

（
辰
巳
）

さ
て
地
主
権
現
、
桜
有
。
其
辺
に
鐘
有
。
さ
て
音
羽
の
滝
、
か
け
ひ
之
よ
り
水
落
候
、
水
上
ハ
み
え
す
。

（

筧

）
（
上
）

不
動
堂
の
下
也
。
其
辺
に
奥
の
千
手
と
て
堂
有
。
其
あ
た
り
の
小
庵
数
し
ら
す
。

２
〔
雍
州
府
志
〕
巻
九
「
古
跡
門
」
下

よ
う
し
ゅ
う
ふ

し

三
本
卒
都
婆

六
波
羅
野
に
あ
り
。
伝
え
て
い
う
。
熊
谷
直
実
、
西
国
に
お
い
て
平
敦
盛
を
討
つ
。
つ
い

な
お
ざ
ね

あ
つ
も
り

に
こ
の
処
に
お
い
て
、
携
え
る
と
こ
ろ
の
弓
、
三
に
こ
れ
を
折
り
、
こ
の
地
に
棄
て
、
法
然
上
人
の
室

た
ず
さ

す

に
入
り
、
髪
を
薙
り
僧
と
な
る
。
後
人
こ
の
地
に
お
い
て
卒
都
婆
三
箇
を
建
て
、
三
折
の
号
を
表
し
て
以

そ

て
徴
と
な
す
。

し
る
し

３
〔
鹿
苑
日
録
〕
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
五
月
二
十
六
日
条

時
に
連
雨
い
ま
だ
晴
れ
ず
、（
中
略
）
乗
輿
し
て
五
條
橋
面
を
過
ぎ
り
て
帰
る
、
雨
水
大
い
に
漲
る
、

み
な
ぎ

力
者
に
命
じ
十
銭
を
以
て
橋
上
の
幹
縁
の
時
宗
に
施
す
、

り
き
し
ゃ

か
ん
え
ん

４
〔
五
条
橋
の
橋
桁
刻
文
〕

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
七
月

「
天
正
拾
七
年
、
津
国
御
影
、
七
月
吉
日
」

５
〔
五
條
橋
勧
進
帳
〕
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
四
月

勧
進
沙
門
敬
白

殊
に
遠
近
の
施
主
を
催
し
、
都
鄙
の
懇
篤
を
受
け
、
山
城
国
平
安
城
五
條
の
橋
を
造
立

け
い
は
く

せ
し
ゅ

と

ひ

す
る
を
請
う
の
状
、（
中
略
）

五
條
橋
は

忝

く
も
嵯
峨
天
皇
の
勅
定
、
一
百
餘
間
の
橋
梁
、
東
西

か
た
じ
け
な

の
大
路
に
続
き
、
鴈
行
月
浦
を
横
ぎ
り
、
貴
賤
紅
白
の
袂
を
列
ね
、
虹
影
江
流
に
臥
し
、
往
還
の
緇
素
歩

つ
ら

し

そ

み
を
轟
か
す
、
中
嶋
に
一
宇
の
閣
台
あ
り
、
水
、
都
を
去
る
の
因
縁
を
も
っ
て
法
城
寺
と
号
す
。

６
〔
祇
園
本
縁
雑
実
記
〕
慶
長
七
年
（
一
五
〇
二
）
春

同
七
年
春
、
医
師
与
庵
法
印
、
家
康
公
ヘ
申
上
ラ
ル
、
去
ル
天
正
十
八
年
、
四
條
・
五
條
之
京
極
ノ

道
ヲ
閉
テ
、
六
條
坊
門
ニ
大
橋
ヲ
掛
ラ
ル
ヨ
リ
、
祇
園
会
御
渡
モ
三
條
へ
神
幸
シ
奉
ラ
ル
。
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７
〔
京
童
〕
一
（
明
暦
四
年
《
一
六
五
八
》
刊
記
）

き
ょ
う
わ
ら
べ

○
目
や
み
の
地
蔵

附
、
桂
橋
寺
の
観
音
の
事

爰
の
く
わ
ん
お
ん
は
、
け
い
き
や
う
じ
と
申
て
、
む
か
し
は
清
水
の
ほ
と
り
に
あ
り
し
を
い
に
し
へ
大

こ
こ

し
み
づ

水
に
寺
く
ず
れ
た
り
し
ま
ゝ
、
此
所
に
か
り
に
観
音
を
う
つ
し
奉
る
也
、
寺
は
桂
の
橋
ば
し
ら
と
ゆ

み
ず

く
わ
ん
を
ん

か
つ
ら

は
し

や
に
う
た
ふ
も
、
こ
れ
す
な
は
ち
桂
橋
寺
の
事
な
り
、

け
い
き
や
う
じ

８
〔
菟
藝
泥
赴
〕（
北
村
季
吟
、
貞
享
元
年
《
一
六
八
四
》）

つ

ぎ

ね

ふ

○
下
河
原

祇
園
牛
王
寺
の
南
に
有
、
石
橋
あ
り
、
小
河
と
い
へ
り
、

９
〔
山
州
名
跡
志
〕
二
（
宝
永
八
年
〔
一
七
一
一
年
〕
序
）

○
菊
水
井

下
河
原
人
家
ノ
間
、
路
傍
ノ
東
ニ
ア
リ
、
此
ノ
所
、
往
昔
河
原
ナ
リ
、
此
渓
ノ
源
東
ヲ
菊

キ
ク
ス
イ
ノ

ジ
ン
カ

ロ
バ
ウ

ソ
ノ
カ
ミ

渓
ト
云
フ
、
其
下
流
ノ
地
ナ
ル
故
ニ
、
コ
ノ
名
ヲ
ナ
ス
者
歟
、

●
桂
橋
寺

伝
ヘ
云
フ
、
此
ノ
寺
、
在
下
河
原
、
其
地
及
名
義
不
詳
、
惜
哉
、
荒
廃
ニ
至
テ
本
尊
観
世

ケ
イ
キ
ヤ
ウ

ク
ハ
ウ
ハ
イ

音
、
今
四
條
中
源
寺
ニ
安
ズ
ル
也
、
開
基
不
詳
、

チ
ウ
ゲ
ン

〔
綺
語
文
草
〕（
西
沢
一
鳳
軒
、
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
〇
〕
著
）

き

ご
ぶ
ん
そ
う

10

二
軒
茶
屋
・
鳥
井
先
き
に
出
て
、
下
河
原
を
過
ぎ
て
牛
王
地
の
社
に
詣
つ
。
祇
園
牛
頭
天
王
、
播
州
広
峰

ご
お
う
じ

も
う

ご

ず

よ
り
初
め
て
鎮
座
し
給
ふ
地
な
と
ぞ
、
祇
園
百
度
参
り
は
此
社
迄
詣
づ
。
故
に
下
河
原
を
百
度
大
路
と
旧

名
有
り
、
菊
水
の
井
は
此
の
東
側
に
有
り
、
菊
澗
の
下
流
に
し
て
茶
に
可
也
と
云
。

だ
に

〔
京
都
坊
目
誌
〕
下
京
第
廿
二
学
区
之
部

11

○
菊
水
橋

下
河
原
町
に
あ
り
。
南
北
に
架
す
西
方
は
上
弁

天
町
に
属
す
、
石
造
な
り
。
幅
二
間
、
長
一
間
、
傍
に
上
弁

天
町

井

水
あ
り
。
菊
水
と
称
す
。
人
家
之
を
使
用
す
。

二
、
百
度
大
路
の
石
塔
と
牛
王
地
社
（
牛
王
寺
社
）

ー
牛
王
天
王
信
仰
の
痕
跡
ー

〔
祇
園
執
行
日
記
〕
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
五
月
二
十
三
日
条

12

申
の
刻
、
大
地
震
と
云
々
。
酉
の
刻
、
小
動
数
反
。
申
の
刻
震
動
の
時
、
百
度
大
路
石
堂
塔
九
輪
落
ち
砕

さ
る

う
ん
ぬ
ん

へ
ん

け
お
わ
ん
ぬ
。
希
代
の
大
振
動
な
り
。

〔
祇
園
執
行
日
記
〕
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
三
月
十
五
日

13

将
軍
方
の
軍
勢
、
今
日
未
申
刻
に
入
洛
、
陣
を
東
山
長
楽
寺
に
取
る
。
双
林
寺
・
鷲
尾
、
阿
ミ
タ
峰
等
、

ひ
つ
じ
さ
る

鎌
倉
殿
同
じ
く
長
楽
寺
の
上
峯
ニ
御
坐
す
。
各
篝
を
焼
か
る
。
軍
勢
少
々
百
度
大
路
の
在
家
に
宿
す
。

〔
京
羽
二
重
織
留
〕
巻
二
（
元
禄
二
年
〔
一
六
八
九
〕
年
刊
記
）

14

○
牛
王
寺
殿

祇
園
の
南
、
下
河
原
に
有
。
此
所
も
又
牛
頭
天
王
始
て
降
臨
の
地
也
。
依
之
小
社
を
立

ご
わ
う
じ
と
の

ご

ず

こ
れ
に
よ
り

ツ
。
凡
諸
願
あ
る
人
、
先
祇
園
の
社
へ
ま
う
で
次
に
此
小
社
へ
ま
う
で
、
か
く
の
ご
と
く
千
度
に
及

お
よ
そ

ま
ず

ぶ
、
是
を
千
度
参
り
と
云
。
然
る
時
は
祈
願
成
就
す
と
云
。

い
う

き
ぐ
わ
ん

い
う
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〔
山
州
名
跡
志
〕
巻
二
（
宝
永
八
年
〔
一
七
一
一
年
〕
序
）

15

○
牛
王
地
社

下
河
原
路
傍
ニ
ア
リ
。
一
ニ
巷

社
ト
モ
。
此
ノ
所
、
祇
園
神
最
初
鎮
座
ノ
所
ナ
リ
。
此

ゴ
ワ
ウ
チ
ノ

シ
モ
ガ
ワ
ラ
ロ
バ
ウ

チ
マ
タ
ヤ
シ
ロ

サ
イ
シ
ヨ
チ
ン
ザ

コ
レ

ヨ
リ
今
ノ
社
地
ニ
移
サ
ル
。
此
故
ニ
神
官
社
拝
順
回
ニ
ハ
、
先
ズ
此
ノ
社
ニ
詣
ス
。
神
ヲ
牛
頭
天
王

シ
ヤ
チ

ジ
ン
ク
ハ
ン
シ
ヤ
ハ
イ
ジ
ユ
ン
ハ
イ

ケ
イ

シ
ン

コ

ツ

ト
ナ
ス
ヲ
以
テ
、
其
ノ
初
在
ノ
社
ナ
ル
ノ
謂
ニ
テ
、
牛
王
地
ト
称
ス
。
又
此
辺
往
古
ノ
図
ヲ
考
ル
ニ
、

シ
ヨ
ザ
イ

イ
ヒ

ヘ
ン
ワ
ウ
ゴ

ヅ

カ
ン
ガ
フ

此
ノ
社
ニ
双
デ
、
南
ニ
石
壇
ア
リ
。
其
上
ニ
石
ノ
重
塔
婆
、
又
五
輪
塔
ア
リ
。
後
人
可
有
考
、

ナ
ラ
ン

ダ
ン

ウ
ヘ

チ
ウ
タ
フ
バ

リ
ン
ノ
タ
フ

○
下
河
原

件
ン
ノ
社
ヨ
リ
西
南
、
昔
ハ
河
原
也
。
謂
意
ハ
其
流
ノ
下
ノ
方
、
一
面
ノ
河
原
ナ
ル
ヲ
以

シ
モ
ガ
ハ
ラ

イ
フ
コ
ヽ
ロ

ナ
ガ
レ

イ
チ
メ
ン

テ
、
下
河
原
ト
号
ス
ト
。
水
上
ハ
雲
居
寺
ト
双
林
寺
ノ
間
ヲ
経
テ
、
下
ル
山
上
ノ
滴
リ
ナ
リ
。
其
時

ミ
ナ
カ
ミ

ヘ

ク
ダ

シ
タ
ヽ

ハ
山
林
繁
茂
ス
ル
歟
。
今
牛
王
地
ノ
社
ノ
南
ノ
橋
、
大
イ
ニ
シ
テ
谷
河
大
イ
ナ
リ
。
此
ノ
流
レ
西
ノ
方
、

ハ
ン
モ

か

ハ
シ

安
井
ノ
内
ニ
入
ツ
テ
、
建
仁
寺
方
丈
ノ
北
ヲ
流
レ
テ
、
同
所
西
門
ノ
北
大
道
ノ
下
ヲ
流
レ
テ
、
今
云
宮

河
町
ノ
北
ガ
シ
ラ
ニ
テ
鴨
川
ニ
入
ル
ナ
リ
。

三
、
北
野
経
王
堂

ー
失
わ
れ
た
大
堂
舎
ー

室
町
幕
府
と
万
部
経
会

①
経
法
師
（
千
人
）

ａ
、「
守
護
共
ニ
被
仰
付
之
、
被
召
上
」（〔

〕）、「
依
催
自
諸
国
参
洛
、
各
帰
国
」（〔

〕）

17

20

ｂ
、「
自
近
国
山
寺
参
洛
」（〔
９
〕）、「
自
諸
国
上
洛
」（〔
２
〕）、「
自
諸
国
参
洛
」（〔

〕）、

10

「
諸
国
山
寺
法
師
等
」（〔

〕）、「
上
洛
不
叶
」（〔

〕）

12

18

②
警
固ａ

、
所
司
代
が
警
固
を
担
当
（〔

〕〔

〕〔

〕）

15

18

19

ｂ
、
所
司
代
は
「
為
警
固
毎
日
」
に
「
北
野
社
僧
坊
」
を
「
旅
店
」
と
す
る
（〔

〕〔

〕）

15

19

③
費
用
（〔
１
〕〔
２
〕）

ａ
、
経
法
師
へ
の
食
料

千
人×

一
六
〇
文×

一
〇
日
＝
一
六
〇
〇
貫
文

ｂ
、
経
法
師
へ
の
布
施

千
人×

練
貫
小
袖
一
重
と
焼
香
二
両
＋
α
＝
小
袖
二
二
〇
四
両
、

〔
枝
葉
鈔
〕
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
十
月
七
日

し
よ
う
し
ょ
う

16

応
永
七
庚
辰
十
七
、
今
日
よ
り
近
年
の
ご
と
く
、
北
野
右
近
馬
場
の
仮
屋
に
お
い
て
、
近
国
経
法
師
千

か
の
え
た
つ

人
在
洛
、
十
カ
日
の
間
、
毎
日
二
座
朝
経
四
巻
、

夕
経
四
巻
、
読
誦
す
。
朝
夕
二
座
の
間
に
お
の
お
の
退
出
し
、
中
食

ち
ゅ
う
じ
き

こ
れ
を
沙
汰
す
と
云
々
。
北
山
殿
大
略
毎
日
御
聴
聞
御
聴
聞
所
、

被
構
置
之
、
そ
の
外
貴
賤
上
下
・
男
女
奴
婢
、
結
縁

（
足
利
義
満
）

ご
ち
ょ
う
も
ん

け
ち
え
ん

極
ま
り
な
し
。
廻
向
有
隣
か
。
伝
え
聞
く
、
毎
日
一
人
別
に
食
料
十
六
疋
と
云
々
。
仍
て
千
人
分
百
六
十

う
ん
ぬ
ん

よ
つ

貫
か
。
十
カ
日
分
一
千
六
百
貫
と
云
々
。
御
布
施
は
結
願
日
に
練
貫
の
小
袖
一
重
を
引
か
れ
る
。
こ
れ
大

旨
恒
例
な
り
。
去
年
は
小
袖
の
上
、
五
帖
袈
裟
お
の
お
の
一
帖
こ
れ
を
引
か
る
と
云
々
。
希
代
の
大
御
善

ひ

根
、
上
古
・
末
代
希
有
の
事
か
。
今
年
は
御
布
施
・
練
貫
の
小
袖
一
重
の
上
、
焼
香
二
両
香
裹
結
構
、
重
薄

様
色
々
云
々
、

お
の
お
の
こ
れ
を
引
か
る
。
謂
わ
く
、
小
袖
二
千
二
百
四
領
、
沈
二
千
二
百
四
両
と
云
々
。

〔
満
済
准
后
日
記
〕
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
十
月
五
日

ま
ん
さ
い
じ
ゅ
ご
う

17

今
日
よ
り
北
野
ノ
経
王
堂
ニ
テ
一
万
部
法
華
経
年
々
の
ご
と
く
始
行
せ
ら
る
。
請
僧
千
人
近
国
山
寺
よ
り

参
洛
恒
年
の
ご
と
し
と
云
々
、
今
日
経
堂
に
額
を
打
た
れ
る
、
経
王
堂
と
云
々
。
御
筆
と
云
々
。
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四
、
若
宮
八
幡
宮

ー
「
若
宮
八
幡
宮
将
軍
参
詣
絵
巻
」
に
見
る
足
利
将
軍
の
参
詣
風
景
ー

Ａ
画
面
構
成
（
全

紙
）

16

①
将
軍
の
行
粧
風
景
（
門
前
か
ら
四
足
門
ま
で
）

第
１
～
６
紙

②
社
頭
の
風
景

第
７
～

紙
11

③
将
軍
の
御
殿
参
拝

第

～

紙

12

16

Ｂ
登
場
人
物
（
将
軍
と
そ
の
扈
従
者
た
ち
）

お
り

え

ぼ

し

ひ
た
た
れ

き
ゃ
は
ん

あ
し
な
か

①
折
烏
帽
子
、
直
垂
、
脚
半
、
足
半
、

二
人

厩
者

徒
歩

う
ま
や
も
の

そ
く
は
つ

す
お
う

②
束
髪
、
素
襖
、
脚
半
、
足
半

六
人
小
者

徒
歩

こ
も
の

た
て

え

ぼ

し

か
り
ぎ
ぬ

③
立
烏
帽
子
、
狩
衣
、
草
履

一
人
将
軍

徒
歩

④
立
烏
帽
子
、
直
垂
、
草
履

一
人

相
伴
衆

騎
馬

し
ょ
う
ば
ん

⑤
剃
髪
、
素
襖
袴
、
脚
半
、
足
半

三
人
同
朋
衆

騎
馬
、
徒
歩

ど
う
ぼ
う

⑥
折
烏
帽
子
、
素
襖
、
小
袴
、
脚
半
、
足
半

四
人
御
供
衆

騎
馬

⑦
折
烏
帽
子
、
素
襖
、
小
袴
、
脚
半
、
足
半

七
人

走
衆

徒
歩

は
し
り
し
ゅ
う

よ

の
は
か
ま

⑧
小
袖
、
四
幅
袴
、
半
袴
、（
肩
衣
）、
足
半

十
八
人

中
間

徒
歩

ち
ゅ
う
げ
ん

Ｃ
図
像
の
精
度

①
返
し
股
だ
ち

②
辻
固

③
長
小
結
の
烏
帽
子

か
え

も
も

つ
じ
が
た
め

な
が
こ
ゆ
い

え

ぼ

し

〔
伊
勢
貞
興
返
答
書
〕

18
公
方
様
御
小
者
六
人
に
さ
た
ま
り
候
・

こ
も
の

〔
御
供
故
実
〕

19
一
御
供
之
時
、
馬
上
に
て
返
し
も
ゝ
だ
ち
の
事
。
嵯
峨
・
鞍
馬
・
高
雄
抔
へ
は
御
と
り
あ
る
べ
し
。
常
の
御

（

股

立

）

供
の
時
、
指
而
遠
く
候
は
ず
ハ
、
中
間
・
小
者
、
返
し
も
ゝ
だ
ち
は
と
り
候
間
敷
、
さ
り
な
が
ら
中
間

さ
し
て

ち
ゅ
う
げ
ん

こ
も
の

（

股

立

）

ま
じ
く

ハ
苦
し
か
ら
ず
候
。

〔
走
衆
故
実
〕

は
し
り
し
ゅ
う
こ
じ
つ

20
各
敷
皮
を
敷
、
太
刀
を
左
の
膝
の
上
に
置
、
足
半
を
バ
ぬ
ぎ
て
、
敷
皮
の
下
に
其
ま
ゝ
は
く
よ
う
に
置
。

し
き
か
わ

あ
し
な
か

そ
の

〔
鳥
板
記
〕

ち
ょ
う
は
ん
き

21
一
辻
堅
之
事
、
御
通
あ
る
横
小
路
の
方
を
け
い
こ
す
る
也
、
そ
の
方
に
幕
を
は
り
て
居
る
も
の
也
、
そ

つ
じ
が
た
め

と
お
り

（
警
固
）

（
張
）

の
と
き
の
幕
の
は
り
や
う
の
事
、
御
と
を
り
あ
る
方
に
ま
く
く
し
を
た
て
、
そ
の
御
通
あ
る
方
に
、

（
張
り
様
）

（
通
）

（

幕

串

）

し
き
か
は
を
敷
、
太
刀
を
持
居
る
也
、
太
刀
を
左
の
ひ
さ
の
上
に
お
き
て
居
る
也
、
扨
主
人
御
通
の
と
き
、

（

敷

皮

）

し
き

さ
て

ま
く
も
あ
け
、
太
刀
を
し
き
か
は
の
上
に
置
、
敷
皮
よ
り
降
り
て
、
か
う
へ
を
地
に
つ
け
て
通
し
申
也
。

（
上
）

（

敷

皮

）

（

頭

）

御
通
あ
つ
て
頓
て
本
の
こ
と
く
ゐ
る
な
り
。御
供
の
衆
の
と
き
は
、し
き
か
は
の
上
に
居
へ
し
、そ
の
ま
く

や
が

（
元
）

（

敷

皮

）

お
る

（
幕
）

の
は
り
や
う

は
そ
と
を
け
い
こ
の
故
也
、

（
張
り
様
）

（
外
）

（
警
固
）

〔
走
衆
故
実
〕

は
し
り
し
ゅ
う
こ
じ
つ

22
一
長
こ
ゆ
ひ
の
ゑ
ぼ
し
に
て

走

に
参
勤
例
事
、
慈
照
院
殿
様
御
代
に
も
藤
民
部
殿
十
六
歳
に
て
被
召
加

（
小
結
）

（
烏
帽
子
）

（
は
し
り
）

（
足
利
義
政
）

候
て
、
長
こ
ゆ
ひ
に
て
久
敷
祗
候
。

（
小
結
）

ひ
さ
し
く
つ
つ
し


